
令和５年度 地理歴史 科 ▼リスト

教科名等
学習指導要領

の科目名
対象学年 単位数 分類

日本史B 3 A B C D F 4 必修選択 140 時間

教科担当・教材等

科目の目標・内容等

年間授業計画
学期

※生徒の理解度や担当者の工夫により進度が変わるため、必ずしも計画どおりに展開するものではありません。

学習の重点 評価の観点

学習目標
近代史を史料に基づき地理的条件や世界史と関連付けて総合的に考察し、伝統文化
について認識を深め、主体的に生きる意識を養い、歴史的思考力を身につける。

学習における
留意点

・入試問題の演習を通して、日本史B全
範囲の学習事項の定着をはかる。

日本史Bの全範囲の学習事項に
ついて、共通テストの出題レベル
で７割以上の得点ができる。

2

〇二つの世界大戦とアジア
・第一次世界大戦と日本
・ワシントン体制・市民生活
の変容と大衆文化
・恐慌の時代
・軍部の台頭
・第二次世界大戦

11月から
入試問題演習
共通テスト演習

・第一次世界大戦前後の政治の動向及
び対外政策の推移を考察する。
・国際環境の推移、社会運動の動向を
理解し、政党内閣制成立に至るまでの
意義を考察する。
・市民文化の特色を考察する。
・国内経済の動揺を理解し、協調外交が
挫折していく過程を考察する。
・政党内閣の崩壊から軍部の影響力が
増大していく過程を考察する。
・全体主義的な国家体制の進展を考察
し、平和で民主的な国際社会の実現に
努める重要性を認識する。

・広い範囲の国際環境の推移に着
目して考察できたか。
・大戦景気、米騒動や原敬内閣の
成立に着目できたか。
・中国・朝鮮の民族運動、様々な
社会運動発生の背景および
大衆社会の基盤の成立に着目で
きたか。
・国内・国外の経済状況、国民生
活の変化、諸統制に着目できた
か。
・日本が与えた損害、日本が被っ
た戦禍に着目できたか。

3

入試問題演習
私大入試問題演習
国公立大入試問題演習

校内科目名 対象クラス 予定時数

Ｘ日本史B

授業担当者名 加瀬達人

1

〇歴史へのアプローチ
・歴史と資料
〇近代国家の成立
・開国と幕末の動乱
・明治維新と富国強兵・立憲
国家の成立と日清戦争
・日露戦争と国際関係
・近代産業の発展

・時代区分について理解する。
・近代への転換過程を考察する。
・新たな政治的変革を考察する。
・欧米文化の導入と反乱から言論による
要求への転換を理解する。
・近代国家の基盤が形成されていく過程
を考察する。
・条約改正、日清戦争、日露戦争を考察
する。
・資本主義国家の確立過程と、社会問題
の発生を考察する。

・史料から史実を知るということが
理解できたか。
・倒幕から新政府の体制づくり、殖
産興業政策に着目できたか。
・条約改正、日清・日露戦争の背
景や意義を理解できたか。
・産業革命や近代産業の発展を考
察できたか。
・対外関係と経済・情勢の変化に
ついて理解できたか。

授業形態 講義・演習

教科書 詳説日本史　改訂版 , 山川出版社

使用教材等

・新詳日本史 , 浜島書店
・要点整理　ゼミナール日本史　浜島書店
・新日本史要点ノート応用編 , 啓隆社
・日本史重要語句CheckList　啓隆社

評価方法 年間５回の定期考査の得点を基本に、課題テスト・小テスト・平常点を加味し評価する。

難関大学の入試にも対応できる授業内容とし、論述力養成の指導も行う。

予習・復習
予習：教科書を読んで授業に臨む。
復習：要点ノート・授業プリントで重要事項を身に付ける。

単元・授業内容


